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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

永田康浩・教授 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病I） 長崎純心大学

永田康浩・教授
非常勤講師（地域の創造、地域包括支援論
B）

長崎純心大学

永田康浩・教授 非常勤講師（地域包括ケア実習） 宮崎大学

永田康浩・教授 長崎県地域包括ケア構築支援部会 長崎県

永田康浩・教授
国立研究開発法人科学技術振興
機構

代表

戦略的な研究開発の推進 戦略的創造研究推進
事業 RISTEX(社会技術研究開発)「離島の発達
障害児医療におけるアバターロボットの活用
支援体制の構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

永田康浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「医療・介
護連結ビッグデータによるポリファーマシー
と介護リスクの関連分析」

永田康浩・教授
長崎県・総合診療専門医養成推進委員会委
員

ながさき地域医療人材支援センター

永田康浩・教授 長崎市地域包括支援センター運営協議会 長崎市

永田康浩・教授 長崎市歯科口腔保健推進審議会委員 長崎市

永田康浩・教授 長崎市地域包括ケア推進協議会委員 長崎市

永田康浩・教授
包括的支援事業等業務委託受注者選定審査
会委員

長崎市

永田康浩・教授 九州厚生局地域共生社会推進会議 九州厚生局

永田康浩・教授 長崎県「新しい長崎県づくり」懇話会委員 長崎県

永田康浩・教授
長崎県保健医療対策協議会「医療費あり方
検討部会」委員

長崎県

永田康浩・教授
長崎県地域包括ケアシステム推進協議会委
員

長崎県

清水悠路，川尻真也，野口優子， 永田康浩，前田隆浩，林田直美：抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体と動脈硬化

の関係. Journal of Epidemiology 33(Suppl.1): 140, 2023.

永田康浩・教授
長崎地域リハビリテーション連絡協議会委
員

長崎県

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

永田康浩・教授 医道審議会専門委員 厚生労働省
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